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ヒトの顔に関する多様性 
—形態学的観点より—
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Abstract
The structure of the human face, such as the figure of the face, eye, nose, ear, lips in morphological and anthropological 

points of view. Also, face is most important to communication to each other in human society. In this paper, the construction 
of the each structure in face and cause of expression of muscle and aging change in human face.
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1. 緒 言

ヒトの顔は人々が生活，コミュニケーションをしてい
く中で最も重要な感情表現が表れる部位として重要視さ
れる頭部の一部位であるとともに視覚，聴覚，呼吸器お
よび消化器系の入り口でもある。それゆえに顔に関する
研究は近年では医学系以外での各分野の人々によっても
研究されている。たとえば医療系分野での基礎医学系の
研究から臨床分野にまでも及んでいるし，化粧や美容な
どの健康分野や芸術分野さらに近年のめざましい情報工
学の発達に伴う工学系分野や社会科学系である心理学分
野などの学際的学問領域にまで顔をテーマとした研究が
なされている。今回はヒトの顔の部位での形態学的およ
び人類学的，さらに顔の加齢変化に伴う顔の形態学につ
いて少し論じてみる。

2. 顔とはどのような部位（解剖学的な部位）なのか？
（Fig. 1）

顔とは一般的には頭髪の生え際から下方と教えている
方々が多いようであるが解剖学で定められている顔の部
位とは上端は鼻根から両側に向かっている眉弓にのび頬
骨弓上端から耳介（外耳孔）の下線を回り，顎関節の後
ろで側頭骨の乳様突起に至る線までで，下端はこの線を
下顎角から下顎体下線を結ぶ部位である。この中には
眉，眼，鼻，口が含まれ，感覚器，呼吸器，消化器が含

まれている。また発声や表情などコミュニケーションを
営む部位もこの中に含まれている（Fig. 1）。

3. 日本人における顔の形態

日本人の顔については日本人の起源にまで遡るが一般
的な人類学的説としては縄文文化人顔と弥生人顔の2種
類に分類されている。縄文人類の頭蓋骨は現代人に比較
すると上下が短く左右の幅が広いことが特色とされてい
る。全体的には四角い形状であり，頭蓋骨では眉間が
出っ張り，鼻根部が窪み，眼窩が角張った特徴を持って
いて，外観からは彫りが深く，目は大きな二重まぶたで
ひげが濃く，厚い唇の顔とされている。一方，大陸から
渡来してきた弥生人の頭蓋骨は縄文人と異なり上下に長
く，その頭蓋骨は鼻根部が窪まず，平坦で，眼窩も角張
らず丸い。復元された顔ではつり上がった細い目で一重
まぶたで，唇も薄いのが特色とされている。
以上のような日本人の顔が基本的に存在すると考えら
れるなかで，現在の人々の顔の各部位の形態的な相違に
ついて述べる。
1） 顔の外形について（Fig. 2）
われわれの顔の型としては三角形の顔，逆三角形の
顔，細長顔，四角顔，楕円顔，丸顔などいろいろと日
常観察することができる。顔の外形は家族や遺伝的要
因も大きな因子となる。
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